
◆NETIS登録番号は応募時点

1 CB-210003 - A アンカーネット工法
鉄筋挿入工＋法枠工で対応し難い、緩みを生じた表
層地盤（土砂，岩盤）の固定 技術概要 1 発表資料 3

2 CG-190005 - A PRMSカラー工法
景観に配慮した車両通行が可能な舗装材を使用した
道路舗装工法 技術概要 17 発表資料 19

3 KK-190004 - A
遮水シート一体化型ブロックマッ
ト

河川堤防の表法面からの水の浸透を防止することが
できる遮水シートと一体化したコンクリートブロックマッ
ト

技術概要 33 発表資料 35

4 QS-210052 - A
建設生産プロセス改善のため
のIoTオープンプラットフォーム
「ランドログプラットフォーム」

オープンなクラウドIoTプラットフォームで建設生産プロ
セス全体のデータを収集し「見える化」するサービス 技術概要 47 発表資料 49

5 KT-190039 - A AI搭載型カメラ自動判別警報器
交通規制における車両や通行人を検知して自動識
別、自動発報する「KB-eye」 技術概要 56 発表資料 58

6 KT-190121 - A エコミックス リサイクル材料を使用した常温合材 技術概要 70 発表資料 72

7 KK-210070 - A 水中機器用フロートケーブル 水中工事の作業性向上 技術概要 89 発表資料 91

8 QS-200026 - A
遠隔臨場検査監督システム（ア
テネット）

立会業務の効率化・省力化を行う遠隔地立会システ
ム 技術概要 102 発表資料 104

9 KT-210007 - A 逆T型CFT並列防護擁壁
コンクリート充填角形鋼管(CFT)の支柱を密に配置し
た防護柵と底版コンクリートからなる落石および崩壊
土砂防護擁壁

技術概要 118 発表資料 120

10 KK-190028 - VE
自由設計可能な透明型枠「透
(クリアー)フォーム」

透明アクリル板を型枠面板に使用した自由設計・施工
可能なコンクリート型枠 技術概要 129 発表資料 131

11 KT-220034 - A
コンクリート構造物補修材料
EXGリペアシリーズ

水性エポキシ、水性アクリル等でコンクリート構造物
や鉄骨構造物の長寿命化を図る材料 技術概要 150 発表資料 152

12 QS-170038 - A Fe石灰改良基礎工法 Fe石灰処理土を用いた基礎地盤補強工法 技術概要 165 発表資料 167

13 KT-210005 - A こんこん（連続打音検査装置） 高所の打音検査を支援する点検機器 技術概要 176 発表資料 178

14 HK-220002 - A グランドセル砕石舗装工法
樹脂製枠を用いた砕石拘束による轍掘れ抑制と長寿
命化 技術概要 183 発表資料 185

15 SK-190001 - A
フラッシングコアによる副側溝工
法

芝生の排水を円滑にして継続的に美しい緑を保つ 技術概要 193 発表資料 195

16 OK-150002 - VR
上部フレアを用いた既設護岸改
良工法

上部フレア(防波プレキャストブロック)を用いて既設護
岸を改良する工法 技術概要 216 発表資料 218

17 KT-130044 - VE
早期交通開放型コンクリート舗
装(1DAY PAVE)

養生期間が1日以内で交通開放可能なコンクリート舗
装 技術概要 227 発表資料 229

18 KTK-210020 - A
マルチビーム一体型深浅測量
用無人リモコンボート

マルチビーム一体型の深浅測量用無人リモコンボート
による深浅測量 技術概要 238 － －
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担当部署 　　営業部

担当者 　　　近藤　康直

NETIS登録番号 　　ＫＫ-１９００２８-ＶＥ 電話番号 　080-3249-5288

会社名等 　　　株式会社高洋商会 MAIL kondo@kouyou-shokai.co.jp

技術の概要

５．活用実績（2021年1月～2022年7月現在）

　土木（九州28件、九州以外162件）建築（九州3件、九州以外8件）

                                :http://www.kouyou-shokai.co.jp/

　現場内が明るく安全で作業効率が良化します。

　④　目視確認

　美しいコンクリート表面を実現できる。

　⑤　特殊加工が可能

　受注生産なので、多種多様な型枠に対応します。（異形、ハンチ、円形等）

　打設前、打設中の異物混入、充填不良などの目視点検が容易に出来るので

　②　コールドジョイント対策

　目盛り（リボンテープ）などを設置する事で、打設時間の管理が正確にできる。

　③　採光性

　透明度が高く採光性に優れている為、上部工内部や浄水場など暗部での作業や

　不良打設を未然に防止できる。

　コンクリートの打設中に、あばた（気泡）などの仕上がり表面が目視確認出来る為

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

　開発されました。透明度の高さを最大の特徴としあらゆる樹脂の中から素材を検討し

　
透明樹脂製コンクリート型枠
　　クリアーフォーム技術名称

 現代のコンクリート打設工事には、高い品質管理と打設管理の工夫が求められています。

高品質のコンクリート構造物を構築する為には正確にコンクリートの打設を行う事が重要です。

そこで、打設中の充填状況を目視で確認できるように「クリアーフォーム」は検査窓型枠として

　「クリアーフォーム」が完成しました。

２．技術の特徴

　①　検査窓

VR工場見学
クリアーフォー

ム打設動画
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技 術 概 要 
 

技術名称 
コンクリート構造物補修材料 

EXGリペアシリーズ 

担当部署 電気環境スマートエネルギー事業本部 

担当者 湯澤正和 

NETIS登録番号 KT-220034-A 電話番号 080‐5778‐9438 

会社名等 エクシオグループ株式会社 MAIL contact_exgrepair@enp.exeo.co.jp 

 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

高度経済成長期に整備された膨大な社会インフラの老朽化が進んでいます。また、住

宅・建築物の平均築年数も年々高くなってきています。老朽化するインフラを戦略的に維

持・更新することが求められています。 

また、地球環境保護、健康被害をなくすためにもVOC削減が求められています。 

VOCとは、揮発性有機化合物のことをVOC（Volatile Organic Compounds）の略称で呼びま

す。蒸発しやすく、大気中で気体となる有機化合物（化学物質）の総称です。 

 VOCは、塗装、建設工事、印刷、脱脂洗浄や自動車への給油など、様々なところから排出

されます。特にインフラ構造物の塗装については、VOCの排出が少ない水性化へ移行が遅れ

ています。 

 それらに対応する為に、水性補修材（塗料）EXGリペアシリーズをNETISに登録させて頂

きました。 

 EXGリペアシリーズはこれらインフラ構造物の大部分を占めるコンクリート構造物（鉄筋

も含む）や鉄骨の補修・補強をより効果的に行う技術（商材）となります。 

 

２.技術の内容 

本技術は、補修部分が湿潤状態でも施工が可能な水性エポキシ、水性アクリル製の補修材

で、従来は表面被覆工（コンクリート保護塗装CC-B）で対応していました。 

本技術の活用により補修部分は、湿潤面での乾燥、塩害面での塩分除去洗浄が不要となる

為、工程を短縮することが可能となりました。 

 

３．技術の効果 

水性エポキシ、水性アクリル等を適正配合した水性剤に変えたことにより、湿潤面での

乾燥、塩害面での塩分除去洗浄が不要となるため工程が短縮します。 

また、水性の特性を活かして部材に浸透し強力に密着する事から、強度を増し、錆を抑え

ることができます。 

さらに、水性による非可燃性のため引火の恐れがなく、有機溶剤による中毒災害の発生の恐

れがない事から安全性、施工性が向上します。 

 

４．技術の適用範囲 

・大気露出部（水中部以外）の構造物の仕上げ、補修材 

・特に、コンクリート躯体の亀裂、錆部 

・鉄筋及び鉄筋構造物の腐食部分 

 

５．活用実績（2022年9月1日現在）（GCシリーズ（EXGリペアはGCシリーズのOEM）） 

 国の機関（九州  0件 九州以外  3件） 

 自治体 （九州  1件 九州以外 35件） 

 民間  （九州  3件 九州以外1066件） 
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６．写真・図・表 

 

        
  

 

 

 

 

 

        
 

 

 

 

 

 

        

 

コンクリート面 

施工前写真 施工後8年後写真 

施工後写真 施工前写真 

長崎港の桟橋の建屋での施工です。塩害で錆だらけでしたが、EXGリペアを塗布しまし

た。８年経過していますが、錆はほとんど出ていません。 

高知県の海沿いの電話局の屋上となります。この屋上は、南海地震時の津波時の避難場

所になっていて避難訓練を頻繁に行っていることから、屋上の防水機能が低下したために

EXGリペアで補修しました。 

 

水性のため 

コンクリート

内に浸透 

151



©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

2022 10

2©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

152



3©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

4©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

153



5©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

6©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

154



7©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

FRP

8©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

155



9©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

10©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

156



11©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

12©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

157



13©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

EXG GC OEM

14©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

158



15©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

16©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

159



17©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

18©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

160



19©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

20©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

161



21©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

22©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

162



23©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

24©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

163



25©2021 EXEO Group, Inc. All rights reserved

164



技 術 概 要 

技術名称 Fe石灰改良基礎工法 
担当部署 営業設計課 

担当者 庄嶋 芳卓 

NETIS 登録番号 QS-170038-A 電話番号 092-942-7011 

会社名 (株)エフイ石灰技術研究所 MAIL info@felime.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 一般に、軟弱な地盤に構造物の設計・施工を行う場合

は、①杭基礎やケーソン基礎を用いて支持させる。②セ

メントなどを添加・混合によって土を改良する。③良質

な土との入れ換えを行う。などが検討される。しかし、

立地条件や土質性状、経済性、施工条件などの要因から、

これらの工法では困難な場合がある。 

 そこで、従来工法に比べ改良範囲を必要とせず、工期の短縮や環境面にも配慮

した土質改良材による地盤改良が必要となり、道路の路床改良で多く用いられて

いる土質安定材である Fe 石灰処理土に着目した。 

２．技術の内容 

 Fe石灰改良基礎工法は、擁壁等の構造物の基礎地盤をプレミックスタイプのFe

石灰処理土で層を構築することで直接基礎による設置を可能にした技術であり、

弾性的な支持地盤により構造物の設置による地盤のたわみ量や鉛直地盤反力度を

許容値以下に低減する。 

３．技術の効果（メリット・デメリット） 

【メリット】 

 ・均一性の高い弾性的な支持地盤を形成し、不同沈下の抑制の面で優れる。 

 ・特に軟弱地盤で採用する場合は、従来技術に比べ改良厚が薄い。 

 ・施工時に矢板等を打設することで、改良幅を低減することが可能となる。 

【デメリット】 

 ・適用箇所とプラントまでの距離が遠い場合は、運搬費が高くなる。 

４．技術の適用範囲 

 ・Ｎ値が 0以上の構造物基礎地盤 

 （ただし、地下湧水がある場合は必ずポンプ等により排水を行う。） 

 ・圧密沈下が促進されている地盤や工程を短縮したい現場では、特に効果を 

  発揮する。 

５．積算 

基本的に「国土交通省土木工事積算基準」に準ずる。（「土工/路床盛土」） 

６．活用実績（2022 年 3 月 31 日現在） 

国の機関   ３件（九州   ３件、九州以外 ０件） 

自治体 １２２件（九州 １２２件、九州以外 ０件） 

民 間   ８５件（九州  ８５件、九州以外 ０件） 
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⼯法⽐較

特⻑

施⼯例

5
00

Fe石灰処理土

1100

8
00 良 質 土

1460

Fe石灰改良基礎工法 従来工法
（良質土による置換工法）

直接⼯事費
2,898円/m2×1.10m
= 3,188円/m
掘削積込運搬費

518円/m2×1.10m
= 570円/m

合計 3,758円

直接⼯事費
2,315円/m2×1.46m
= 3,380円/m
掘削積込運搬費

828円/m2×1.46m
= 1,209円/m

合計 4,589円

現地土の掘削 排水処理
（現場条件による）

Fe石灰処理土
の搬入

Fe石灰処理土
の敷均し

Fe石灰処理土
の転圧

構造物の設置

・Fe石灰改良基礎工法は、Fe石灰処理土（まさ土などの土に消石灰(75%)と酸化鉄(25%)の混合物で
あるFe石灰で処理した土）により地中内応力を低減する効果が高い。

・Fe石灰処理土が盤効果を発揮するため、上部に設置する土木構造物の不同沈下を低減する。
・Fe石灰改良基礎工法は、現地盤が特に軟弱な場合に造成厚を薄くする効果がある。
・Fe石灰処理土は、六価クロムや粉塵などの環境や混合ムラなどの品質に対し問題がない。

L型擁壁の基礎 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄの基礎

緑化ﾃｰﾙｱﾙﾒの基礎 木槽の基礎

重力式擁壁の基礎 PCタンクの基礎

研究開発 ・設計 ・試験 ・管理指導 福岡県古賀市舞の里４丁目４－５
TEL(０９２)９４２-７０１１ FAX(０９２)９４４-２００２

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｆｅｌｉｍｅ.ｊｐ/
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技 術 概 要 

技術名称 こんこん～連続打音検査装置～ 
担当部署 構造管理部 

担当者 紺野康二 

NETIS登録番号 KT-210005-A 電話番号 03-6231-1835 

会社名等 首都高技術株式会社 MAIL konno@shutoko-eng.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

【点検困難箇所への対応】 

 橋梁の高架下に資材が置かれている箇所やアバット部など高所作業車等が設置でき

ない点検が困難な箇所に対して、足場設置や三脚を利用してたたき点検を行って来ま

した。前者は、費用面や工程面において、後者は安全面にデメリットが多く簡便なた

たき点検機器が求められています。 

 また、高所作業車でのたたき点検作業においてもバケットが進入できない桁間、排

水管などの附属物により接近できない例もみられ課題となっています。 

 これらのニーズ、課題に対して、人が簡便に高架下から、または高所作業車上から

たたき点検を実施できる機器“こんこん～連続打音検査装置～”を開発しました。

２．技術の内容 

【こんこん～連続打音検査装置～】

 連続打音装置の寸法・重量は、120×180㎜（打撃部50×50㎜）、500ｇであり、小型

で軽量な機器となっています。 

 コンクリート面をたたく駆動機構は、ソレノイドコイルによる往復運動を利用したも

のであり、打撃球はステンレス製となっています。 

 この装置をポールに取付け高所のコンクリート面に対してたたき点検を行うもので

す。ポールは、寸法が1500ｍｍ×5本でカーボン製の伸縮式となっており、最大7.5ｍの

高さまで適応可能です。 

３．技術の効果 

（１）点検の準備が簡便ですぐに誰でも高所のたたき点検が可能です。 

（２）点検ハンマーと同等のたたき点検が可能です。 

４．技術の適用範囲 

コンクリート構造物全般（床版、桁、橋脚等）のたたき点検に適応可能です。 

 ・高所作業車が設置困難なコンクリート構造物全般 

 ・足場設置が困難なコンクリート構造物全般 

 ・高所作業車のバケットが進入できない狭歪な箇所（排水管の隙間など） 

５．活用実績（2022年１０月１２日現在） 

（１）点検実績 

高速道路  RCラーメン、PCホロースラブ 床版面 

建築物   地下駐車場 躯体 

（２）販売実績 

2020年度 ８台（土木コンサル業務関係者様） 

2021年度 ５台（土木コンサル業務関係者様、鉄道業務関係者様） 

2022年度 ４台（土木コンサル業務関係者様） 

             https://www.shutoko-eng.jp/ 

             https://www.shutoko-eng.jp/technology/tapping.php 
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６．写真・図・表 

● 本体に内臓のマイクにより高所での打撃音を聞くことが可能

● 面を連続的に打音検査が可能

● 大容量バッテリー搭載で 1日作業（8Ｈ）は十分にカバー

● 高さ８ｍまで点検可能 
特徴

仕様

●連続打音装置の寸法・重量：120×180 ㎜（打撃部 50×50 ㎜）、500ｇ
● 駆動機構 ： ソレノイドコイルによる往復運動
● 打撃周期 ： 1～10 回/ｓ 
● 打撃球 ： ステンレス製
● ポール ： 寸法 1500ｍｍ×5本（カーボン製、伸縮式） 最大 7.5ｍ(市販品別売)

使用

状況

打撃部

チョーク マイク
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NETIS
登録

グランドセル®砕石舗装工法
登録番号：HK-220002-A

1050 周目 実験動画 施工状況 実験動画

グランドセル®砕石舗装工法
実験動画を公開しております

加工品／土木・環境資材 TOKYO ink
当社の製品群は「安心・安全」「防災・減災・復旧」「環境・エコ」をコンセプトに開発を推進しています。

東京インキニュース
2022.5

No.70

CIVIL ENGINEERING & OUTDOOR MATERIALS SUPPORT

https://www.tokyoink.co.jp 東京インキ株式会社

この度、グランドセル砕石舗装工法が国土交通省の新技術情報提供システム「NETIS」に登録されました。
グランドセル砕石舗装工法は、路面に軽量なグランドセルを用いることで、安定した盤構造を構築する工法です。

※タフネル® は三井化学株式会社の登録商標です。

轍掘れ

グランドセル®

長繊維不織布
トレップ®または

タフネル®

中詰材
砕石（RC）または

グリズリアンダー材（ARC）

長繊維不織布
トレップ®
またはタフネル®

グランドセル®

中詰材
砕石（RC）または
グリズリアンダー材（ARC）

■ 製品規格例

型式 備　考
セルサイズ
（w×l）

100㎜×3.20m×8.67m

標準展開寸法
（H×W×L）

セル数

10×30
（横×縦）

展開面積

27.74㎡
（1枚当り）

320㎜×289㎜
100㎜×2.56m×8.67m 8×30 22.19㎡

平面展開タイプ
150㎜×2.56m×8.67m 8×30 22.19㎡
200㎜×2.56m×8.67m 8×30 22.19㎡

GR・GRN-100MP
G・GN-100MP
G・GN-150MP
G・GN-200MP

※ セルサイズ、標準展開寸法、展開面積は、参考値となります。

グランドセル 未使用 グランドセル 使用

集中荷重により轍が発生 グランドセルの拘束効果により荷重分散

■ 特徴と効果
・グランドセルは軽量で耐久性や耐薬品性を有します
・柔軟性に優れ、路面の起伏や曲がりに追従します
・車両の輪荷重を分散させ、轍掘れや不等沈下を軽減します
・雨水による砕石の流出を防ぎ、安定した道路を維持できます
・養生期間不要のため施工直後に即日道路の解放が可能です
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本　　　社／ 〒 114-0002  東京都北区王子 1-12-4 TEL.03-5902-7627
札幌営業所／ 〒 065-0020  札幌市東区北二十条東 18-2-1 TEL.011-784-7772
仙台営業所／ 〒 980-0801  仙台市青葉区木町通 2-1-18 TEL.022-274-3531
新潟営業所／ 〒 950-0087  新潟市中央区東大通 1-2-25 TEL.025-245-3141
名古屋支店／ 〒 460-0022  名古屋市中区金山 1-12-14 TEL.052-331-1515
大 阪 支 店／ 〒 543-0013  大阪市天王寺区玉造本町 1-28 TEL.06-6761-0077
広島営業所／ 〒 732-0827  広島市南区稲荷町 5-18 TEL.082-568-4400
福 岡 支 店／ 〒 816-0912  福岡県大野城市御笠川 3-13-5 TEL.092-503-8979

https://www.tokyoink.co.jp

22.5.1.5K

グランドセル®砕石舗装工法と従来技術（敷鉄板）の比較

グランドセル砕石舗装工法 施工手順
1 2 3施工前 長繊維不織布敷設 グランドセル展開

4 5中詰材充填 中詰材転圧 6 完成

技術名称 グランドセル砕石舗装工法 敷鉄板（鋼板）

工法概要・特徴
軽量でコンパクトなグランドセルを用いるこ
とで、工事用道路や林道、農道等において安
定した路面を構築する工法。
運搬費の削減や事故の軽減が図れる。

敷鉄板を用いることで、工事現場の搬入路や
重機の足場等において安定した路面を構築す
る工法。
一般的に多くの現場で使用されている。

経済性 465,905 円 /100㎡（14.34% 向上） 543,900 円 /100㎡ ※

工程・工期 4 日 /100㎡ 4 日 /100㎡

現場条件
・使用重機に必要な作業ヤードとして、幅

2m 以上かつ施工延長が必要
・製品の仮置きに 1 パレット分（約 1.0㎡）

以上のヤードが必要

・敷鉄板を設置するための重機に応じた作業
ヤードが必要

・敷設地盤には突起物がないような平坦な場
所が望ましい

設計条件 地盤条件（N 値 2 以上）を満たすこと 耐荷重により厚み 22 ～ 25㎜を選定すること

安全性 グランドセルは軽量なため、施工時の指詰め
や足挟みのリスクが軽減できる

・1 トン近い重さの製品もあり、設置や撤去
時の指詰めや足挟みのリスクがある

・雨天時に走行する際、縦断勾配が急な箇所
では、車両が滑る可能性がある

施工性 中詰材の投入など、施工手順が増える 運搬・敷設のみのシンプルな工程で施工が完
了する

周辺環境への影響 運搬回数や重機作業が減るため、CO2 の削減
に繋がる

運搬回数が多く、クレーン等の大型重機を使
用するため、CO2 の発生や周辺への騒音が懸
念される

※敷鉄板の価格は、リース期間180日および運搬距離50㎞の場合

詳細は NETIS ホームページをご覧ください。
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